
〒102-0074　東京都千代田区九段南１－６－５

運用状況に関する問い合わせ窓口
（フリーダイヤル）0120-439-244

＜受付時間＞営業日の午前９時から午後５時まで
https://www.ja-asset.co.jp/

＊当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式／特殊型（ブル・
ベア型）

信 託 期 間 無期限

運 用 方 針

主としてわが国の公社債等に投資するとと
もに、わが国の株価指数先物取引を積極的
に活用し、日々の基準価額の値動きがわが
国の株式市場の値動きの２倍程度となる投
資成果を目指して運用を行います。

主 要
運 用 対 象

わが国の公社債等を主要投資対象とし、わ
が国の株価指数先物取引を主要取引対象と
します。

組 入 制 限
株式への投資割合には、制限を設けませ
ん。
外貨建資産への投資は行いません。

分 配 方 針

毎決算時（原則として２月22日。同日が
休業日に該当する場合は翌営業日となりま
す。）に、原則として経費控除後の繰越分
を含めた配当等収益および売買益（評価益
を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、収益分配金額は、委託会社が基準価額
水準、市況動向等を勘案して決定します。
ただし、分配対象額が少額の場合には、分
配を行わないこともあります。

※＜分配金再投資（累積投資）コース＞の
場合、税引き後の分配金は、自動的に無
手数料で再投資されます。

運用報告書（全体版）
第３期

（決算日　2023年２月22日）

ＮＺＡＭ・レバレッジ　
日本株式２倍ブル

受益者のみなさまへ

　平素は格別のお引立てに預かり厚く御礼申し
上げます。
　さて、ご購入いただいております「ＮＺＡ
Ｍ・レバレッジ　日本株式２倍ブル」は去る２
月22日に第３期の決算を行いましたので、期
中の運用状況等をご報告申し上げます。
　今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い
申し上げます。
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1－　　－

■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 日経平均株価（日経225） 債 券

組入比率
株 式
先物比率

純 資 産
総 額（分配落） 税 込

分配金
期 中
騰落率

期 中
騰 落 率

（設　定　日） 円 円 ％ 円 ％ ％ ％ 百万円
2020年３月12日 10,000 － － 18,559.63 － － － 400

１期（2021年２月22日） 26,563 0 165.6 30,156.03 62.5 － 201.5 1,137
２期（2022年２月22日） 20,044 0 △  24.5 26,449.61 △12.3 10.1 203.2 988
３期（2023年２月22日） 21,089 0 5.2 27,104.32 2.5 8.4 201.7 1,197

（注1）設定日の基準価額及び純資産総額は設定当初の金額です（以下同じ）。
（注2）分配金があった場合、基準価額の期中騰落率は分配金込みです。
（注3）日経平均株価（日経225）は国内株式市況を概観するための参考として掲載しております。主としてわが国の公社債等に投資するとと

もに、わが国の株価指数先物取引を積極的に活用し、日々の基準価額の値動きがわが国の株式市場の値動きの２倍程度となる投資成果
を目指して運用を行いますので、ベンチマークは設けておりません（以下同じ）。

■当期中の基準価額と市況推移

年 月 日 基 準 価 額 日経平均株価（日経225） 債 券
組 入 比 率

株 式
先 物 比 率騰 落 率 騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ 円 ％ ％ ％
2022年２月22日 20,044 － 26,449.61 － 10.1 203.2

２月末 20,226 0.9 26,526.82 0.3 － 197.7
３月末 22,456 12.0 27,821.43 5.2 － 199.3
４月末 20,861 4.1 26,847.90 1.5 － 196.5
５月末 21,383 6.7 27,279.80 3.1 － 199.6
６月末 20,065 0.1 26,393.04 △0.2 － 203.1
７月末 22,117 10.3 27,801.64 5.1 － 200.1
８月末 22,624 12.9 28,091.53 6.2 － 200.2
９月末 19,376 △  3.3 25,937.21 △1.9 － 204.8
10月末 21,800 8.8 27,587.46 4.3 － 195.5
11月末 22,523 12.4 27,968.99 5.7 － 199.7
12月末 19,551 △  2.5 26,094.50 △1.3 － 198.5

2023年１月末 21,369 6.6 27,327.11 3.3 － 201.5
（期　　　末）
2023年２月22日 21,089 5.2 27,104.32 2.5 8.4 201.7

（注1）分配金があった場合、期末基準価額は分配金込みです。
（注2）騰落率は期首比です。

日経平均株価（日経225）に関する著作権、知的財産権、その他一切の権利は株式会社日本経済新聞社に帰属します。
また、株式会社日本経済新聞社は日経平均株価（日経225）の内容を変える権利及び公表を停止する権利を有しています。
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≪運用経過≫
【当期中の基準価額等の推移について】� （第３期：2022年２月23日～2023年２月22日）

・当ファンドは、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。
・分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド
の運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
・実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なりま
す。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すも
のではありません。

【基準価額の主な変動要因】
　基準価額は、期首20,044円で始まり、期末21,089円となり、騰落率は5.2％の上昇となりました。

□プラス要因
　為替市場において円安が進展した局面や、米物価指標の下振れなどにより米国の金融引き締め加速
に対する警戒感が後退した局面などにおいて、国内株式が上昇したことが基準価額の主な上昇要因と
なりました。
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（既払分配金 0円）
騰落率 ： 5.2％
（分配金再投資ベース）
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【投資環境について】� （第３期：2022年２月23日～2023年２月22日）
　日経平均株価（以下「日経２２５」という）は、2022年３月上旬にかけては、新型肺炎変異株の
感染拡大懸念や、米連邦準備制度理事会（以下「FRB」という）の金融引き締めに対する警戒感、ウ
クライナ情勢の緊迫化などを背景に下落しましたが、その後はウクライナ情勢の改善期待や円安の進
展などを受けて反発しました。４月以降は、世界的な金融引き締めに伴う景気減速懸念が意識される
中、一進一退の展開となりました。７月以降は、米国株の上昇や参院選での与党勝利などが支えとな
り上昇基調に転じましたが、８月中旬から９月にかけては、ジャクソンホール会合でパウエルFRB議
長がインフレ抑制を最優先する姿勢を改めて示したことや、米連邦公開市場委員会（FOMC）での
タカ派な政策金利見通しなどを受けて下落しました。10月以降は、米物価指標の下振れなどにより
米国の金融引き締め加速に対する警戒感が後退したことを背景に堅調に推移しました。12月には日
銀が金融政策決定会合で長期金利の許容レンジ拡大を決定したことを受けて下落する局面も見られた
ものの、期末にかけては、2023年１月の金融政策決定会合で日銀の更なる政策修正がなかったこと
や、為替市場において円安が進展したことが支えとなり、底堅く推移しました。

【ポートフォリオについて】
　当ファンドは、主としてわが国の公社債等に投資するとともに、わが国の株価指数先物取引を積極
的に活用し、日々の基準価額の値動きがわが国の株式市場の値動きの２倍程度となる投資成果を目指
して運用を行います。
　当期は前述のような投資環境のもと、以下のような運用を行いました。
　株価指数先物の価格変動や追加設定・一部解約などによる投資信託財産の純資産総額の変動に対し、
株価指数先物の買建玉の時価総額が概ね２倍となるよう、適宜調整を行いました。なお、株価指数先
物は、日経２２５先物を利用しております。当期末における日経２２５先物の買建比率は201.7％と
なっております。

【ベンチマークとの差異要因について】
　当ファンドにつきましては、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等は設けて
おりません。なお、当ファンドは、日々の基準価額の値動きがわが国の株式市場の値動きの２倍程度
となる投資成果を目指しますが、主として株式市場と株価指数先物市場の値動きの差、株価指数先物
取引の約定価格と終値の差、株価指数先物取引のロールオーバーに伴う限月間の価格差、設定・解約
による運用資金の大幅な増減、取引コスト、信託報酬等の要因から、目標とする投資成果が達成でき
ない場合があります。
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【分配金について】
　収益分配金につきましては、信託財産の成長を優先するため、見送らせていただきました。
　なお、収益分配金に充てなかった収益につきましては、信託財産に留保し元本と同様の運用を行っ
ております。

■分配原資の内訳� （１万口当たり、税込み）

項 目
第３期

2022年２月23日
～2023年２月22日

当期分配金（円） －
(対基準価額比率：％) －
当期の収益（円） －
当期の収益以外（円） －

翌期繰越分配対象額（円） 13,992
（注1）「対基準価額比率」は、当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、

ファンドの収益率とは異なる点にご留意ください。
（注2）「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一

致しない場合があります。
（注3）分配金は、決算日から起算して５営業日までに販売会社より支払いが開始されます。
（注4）分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により普通分配金と元本払戻金（特別分

配金）に分かれます。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額普通分配金となりま
す。
分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が元本払戻金（特別分配金）、
残りの部分が普通分配金となります。

（注5）元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払
戻金（特別分配金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。

分配が行われた場合、＜分配金再投資（累積投資）コース＞をご利用の方は、税引き後の分配金が各決算日現在
の基準価額に基づいて自動的に再投資されます。

≪今後の運用方針≫
　今後の運用につきましては、引き続き主としてわが国の公社債等に投資するとともに、わが国の株
価指数先物取引を積極的に活用し、日々の基準価額の値動きがわが国の株式市場の値動きの２倍程度
となる投資成果を目指して運用を行います。
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■１万口当たりの費用明細

項 目
当期

2022年２月23日
～2023年２月22日 項目の概要
金 額 比 率

円 ％
(ａ) 信託報酬 187 0.880 (ａ) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（投信会社） (110) (0.517) 投信会社によるファンドの運用の対価
（販売会社） (  70) (0.330) 分配・換金・償還金の支払、運用報告書の送付、口座管理等に係る費用
（受託会社） (    7) (0.033) 受託会社によるファンド運用財産の保管、管理、運用指図実行等の対価

(ｂ) 売買委託手数料 4 0.020 (ｂ) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
（先物・オプション） (    4) (0.020) 先物・オプションを取引する際に売買仲介人に支払う手数料

(ｃ) その他費用 1 0.007 (ｃ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（監査費用） (    1) (0.003) 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） (    1) (0.004) 信託事務に係る諸費用

合 計 192 0.907
期中の平均基準価額は、21,195円です。

（注1）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加、解約によって受益権口数に変動があるた
め、簡便法により算出した結果です。

（注2）「比率」欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
（注3）各項目毎に円未満は四捨五入してあります。
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（参考情報）
■総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証
券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除し
た総経費率（年率）は0.89％です。

総経費率
0.89％

運用管理費用
（投信会社）
0.52％

運用管理費用
（販売会社）
0.33％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

その他費用
0.01％

（注1）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法に
より算出したものです。

（注2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び
有価証券取引税を含みません。

（注3）各比率は、年率換算した値です。
（注4）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの

値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と
は異なります。
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■売買及び取引の状況（2022年２月23日から2023年２月22日まで）
公社債

買 付 額 売 付 額
国
内

千円 千円
国債証券 6,402,601 6,402,553

（注）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。

■利害関係人との取引状況等（2022年２月23日から2023年２月22日まで）

　当期における当ファンドに係る利害関係人との取引等はありません。

（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

■第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況

　該当事項はありません。

■組入資産の明細
（1）国内（邦貨建）公社債

① 債券種類別開示
作 成 期 当 期 末

区 分 額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
うちBB格
以 下 組 入
比 率

残存期間別組入比率
５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国 債 証 券 100,000 100,054 8.4 － － － 8.4
合 計 100,000 100,054 8.4 － － － 8.4

（注1）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。
（注2）格付は原則として、当社が選定した複数の外部格付機関（発行体が国内居住者及びそれに準じるもの（日系企業を含む）の場合につい

てはR&I、JCR、その他の場合についてはS&P、Moody's、Fitch）の格付のうち、いずれか低いものを採用しております。

■派生商品の取引状況等（2022年２月23日から2023年２月22日まで）
先物取引の銘柄別取引・残高状況

銘 柄 別 買 建 売 建 当 期 末 評 価 額
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 買 建 額 売 建 額 評 価 損 益

国
内

株
式

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
日 経 2 2 5 13,963 13,638 － － 2,414 － △9

（注）金額は受渡し代金。
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② 個別銘柄開示
作 成 期 当 期 末
区 分 銘 柄 年 利 率 額面金額 評 価 額 償還年月日

％ 千円 千円
国 債 証 券 第1130回国庫短期証券※ － 100,000 100,054 －

合 計 － － 100,000 100,054 －
（注）※印は現先で保有している債券です。

■投資信託財産の構成� 2023年２月22日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 100,054 8.1
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 1,127,723 91.9
投 資 信 託 財 産 総 額 1,227,777 100.0

（2）先物取引の銘柄別期末残高

銘 柄 別 当 期 末
買 建 額 売 建 額

国
内

百万円 百万円
日経２２５ 2,414 －
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■資産、負債、元本及び基準価額の状況
2023年２月22日現在

項 目 当 期 末
(Ａ)資 産 1,212,791,293円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 1,019,791,293

公 社 債(評価額) 100,054,000

差 入 委 託 証 拠 金 92,946,000

(Ｂ)負 債 15,528,677

未 払 金 9,305,580

未 払 解 約 金 662,500

未 払 信 託 報 酬 5,522,073

未 払 利 息 452

そ の 他 未 払 費 用 38,072

(Ｃ)純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,197,262,616

元 本 567,710,017

次 期 繰 越 損 益 金 629,552,599

(Ｄ)受 益 権 総 口 数 567,710,017口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 21,089円
＜注記事項＞
　当ファンドの期首元本額は493,284,587円、期中追加設定元本
額は1,484,971,344円、期中一部解約元本額は1,410,545,914円
です。

■損益の状況
当期　自2022年２月23日　至2023年２月22日

項 目 当 期
(Ａ)配 当 等 収 益 △       170,377円

受 取 利 息 △           4,973
支 払 利 息 △       165,404

(Ｂ)有 価 証 券 売 買 損 益 2,059
売 買 益 △           5,020
売 買 損 7,079

(Ｃ)先 物 取 引 等 取 引 損 益 21,568,198
取 引 益 298,985,617
取 引 損 △277,417,419

(Ｄ)信 託 報 酬 等 △  10,265,366
(Ｅ)当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 11,134,514
(Ｆ)前 期 繰 越 損 益 金 640,583
(Ｇ)追 加 信 託 差 損 益 金 617,777,502

(配 当 等 相 当 額) (　776,177,695)
(売 買 損 益 相 当 額) (△158,400,193)

(Ｈ)　 計 　(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 629,552,599
(Ｉ)収 益 分 配 金 0
次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ＋Ｉ) 629,552,599

追 加 信 託 差 損 益 金 617,777,502
(配 当 等 相 当 額) (　776,177,695)
(売 買 損 益 相 当 額) (△158,400,193)
分 配 準 備 積 立 金 18,173,215
繰 越 損 益 金 △    6,398,118

（注1）(Ｂ)有価証券売買損益と(Ｃ)先物取引等取引損益は、期末の
評価換え等によるものを含みます。

（注2）(Ｄ)信託報酬等には、消費税等相当額を含めて表示してお
ります。

（注3）(Ｇ)追加信託差損益金とは、追加設定した金額と元本との
差額です。

＜第３期分配金の計算過程＞
　計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除後、繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益（0円）、信託約款に規定され
る収益調整金（776,177,695円）及び分配準備積立金（18,173,215円）より分配対象収益は794,350,910円（１万口当たり13,992.19円）
となりますが、基準価額水準、市況動向等を勘案し分配は行っておりません。
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原則として、数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で記載しておりますので、合計欄の値が個別数値の合計と
一致しない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数で記載する場合もあります。

■分配金のお知らせ
１万口当たり分配金（税込み） 0円

（注1）分配金は、決算日から起算して５営業日までに販売会社より支払いが開始されます。
（注2）分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により普通分配金と元本払戻金（特別分配金）に分かれます。分配後の

基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額普通分配金となります。
分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が元本払戻金（特別分配金）、残りの部分が普通分配金とな
ります。

（注3）元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した
額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。

分配が行われた場合、＜分配金再投資（累積投資）コース＞をご利用の方は、税引き後の分配金が各決算日現在の基準価額に基づいて自動的に
再投資されます。
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